


























 ・認烹 文  .弼 容要
旨
 S息cciny・■chOユi且e(以下S.G、e.)は・投一与量が増すと作用態度が脱分極性から非脱分
 極のクラーレ様に変化して,二相性に作用することはすでに認められているところで,本来の脱
 分極性ブ・ツクを独鞠砧唯block,クラー冨橡ブ・ツクをP血餅02blookと称するものも
 ある。かかるチ乍用態度の変化がS.C.C.の投一与量,投1与方法、投ト与時間等に如何なる関係力iある
 かを検討することは,麻酔の臨床上重要なことである。筋弛緩剤の作用は動物の種類によってか
 なりの相違があるので,著者はこれらの点を臨床例で検討し壷さらに黄疸患者や乳幼児では正常'
 者と異なるかどうか,またS.C.O.の作用を増強延長させる目的で用いられるHeXaf■UOreU-
 iu皿brO皿iαe(以下亙y'■axe亘)やTetrahy'droaminOaOridine(以下丁.H、A.)
 を併用した場合に如何なる影響があるかについても検討した。
 実験方法および成績
 一般状態の比較的良好な手術予定患者120名に浅いG・0猛麻酔下で,S.e.C.持続点滴,
 {解/Kgまたは2囎/梅間歇投与,さらに一部の症例にはMy■axenまたはT.H.A.α4照/Kg
 にs,c.o.o.4響/晦を併用し,末梢神経の電気刺激による指のTwitChを記録して,テタヌス
 の維持・Po呂tte七anicfaci■ita七iOnお・よびテンシロンによる拮抗の有無から・
 s.c.e.の作用態度の変化を検討した。各投与法に寿いで,まずはじめにテタヌスの維持が困難
 (Weaen8kyinhibi七iOn)となり,ついでpO8t七e七aniCfaCilitatiOnさ
 らにテンシロンによる拮抗が認められる例が多かった。これらの変化が認められるまでのS.C.G.
 の最少投・与量をみると,持続点滴ではwed・en8kyinhibitiOn1昭/Kg7po8七七eta-
 nicfacili七a七iOnおよびテンシロン拮抗2解/Kgで最も少なく,ついで仰9/Kg間歇
 投与沿よび2噸/晦間歇投与の順であった。テンシロンによる拮抗が症例の85%に認められる
 までの銑O.O.の投与総量は,持続点滴で5習/Kg,1昭/晦間歇投与で6昭/K島2噂/防間
 歇投与で10解/Kgであり,投一与方法によ匂クラーレ様作用の出現までの㌫e.e.の投与総量に
 差が認められ,少琶を何回も投与する方がクラーレ様作絹発現までの投.与総量が少ない傾向がみ
 られたoMyユaxenまたは丁申H.ム.〔L4紹/KgにS.e.C.〔L4寵9/1》を併用一すると,全例に1お・レ・
 て第て回投・与でこれらの変化が認められ,テンシロンによる拮抗が症例の85%に認められるま
 でのS.C.C.の投.与総量は,Myユaxen併用では0.8昭/Kg,T.E.A.併用では1.2即/Kgであ
 った。S.C.C.の投与量をさらに少量にしてMy■axenとT.H.A.による影響を比較すると,
 My■砿e且併用群ではS・G.G・14昭ですでにwede肥ky無血ib致知n力覆われ,症例に
 よってはテンシロン拮抗の認められるものもあったが,T.H誼.併用群では同一量のs.c.o.使用
 後テタヌスは維持され,テンシロンは増強的に作用した。すなわちMγ■axen併用の方が
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 T.H.ふ併用よりもs.e.c.のクラーレ様作用への移行がおきやすいことが認められた。Myla-
 xe且には弱いクラーレ様筋弛緩作用があるが,T£.A.には認められていない。そこ'で60例に
 ついてMyユaxenと丁混A.の各種筋弛緩剤への影響をみると,両者ともにS.G.C.のPh&8e
 lb■ockを増強したが7Pha8e2b■ockにはT.H.A.は拮抗的に作用したが這y■axep
 は増強的に作用して,Ga■1am加eと同様な態度をとった。これはMyユaxenの有するクラ
 ーレ様作用によるものであろう。一方コリンエステラーゼの影響をうけない010への影響につい
 て検討すると,Myユaxe且では丁乱A.よりもCloのクラーレ様作用の発現が促進せられ,
 My■aXG且の代匂に(}a■■amineを用いると,Myユaxenと同様な傾向がみら脇またあら
 かじめGa■■ami且eを少量投・与して痴くと,より少量のS.C.G.でクラーレ様作用の発現が認
 められた。My■axe且がS.e・G.のクラーレ様作用を促進するのは}その抗コリンエステラーゼ
 作用によるS澄.C.の作用増強延長の他に}箪yユaXe且のクラーレ様作用も関与していることが
 推測された。s.G.o.のクラーレ様作用の発現までの時間は,s.G.G.持続点滴では1分間あ'たり
 のDO8i8/Kgが多い程短かかったが,,賜/晦間歇投与と2勉匪恥間歇投与では殆ど差は認め
 られなかったoMy■axen併用群と丁混蕊.併用群とを比較すると,My■aXenの方がT.H直.
 よりも時間的に早い傾向が認められた。閉塞性黄疸患者10例についてs.c.e.のクラーレ様作用
 の認められるまでの最少投一与量は,Wed.en8kyinhib工tionについては1昭/K9,Po-
 Btteta'niCfaci■itaUonについては2習■K9,テンシ皿ン拮抗については5確/Kg
 で,しかも4昭/K9で全例にテンシロン拮抗が認められ,テンシロン拮抗が認められるまでの投
 与総量は,一般状態の良好な患者に比較して少なく,また発現までの時間も短かかった。乳幼児
 25例についてS.C.C.のクラーレ様作用の認められるまでの最少投与量は,wod臼nsky
 inh工bi七ionについては2解/Kg,po8t七e七aniCfaci■i七a七iOn澄よびテンシロ
 ン拮抗については5解/Kg,症例の85%にテンシロン拮抗が認められるまでの投与総量は
 8昭/Kgで,クラーレ様作用発現までの投与総量は,大部分成人とほぼ同様かむしろ多い傾向が
 認められたが,その発現までの時間はむしろ短かかった。
結 語
 S.C.G.のクラーレ様作用は,従来考えられていたよりも少量で蔚こ餌少量ずつ頻回1投与する
 方がおこ9やすいoMy'■axenやT.H・A.はS.O.e.の使用量を節減するには役立っが,クラー
 レ様ブロックの発現は必ずしも防ぎ得ないばかりでなく,My■axenはむしろこれを促進する
 傾向がみられた。黄痕患者や乳幼児でのs.c.G.の使用は注意を要する。
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 審査結果の要旨
 Succinylcholine(以下S・G・G・)は・投与量が増すと作用態度がクラーレ様に変化、
 して,.こ相性1て作用し,術後遷延性呼吸抑制の原因になることもある。かかる作用態度の変化が
 S・C・G.の投与量,投与方法,投一与時間等と如何なる関係があるか,黄痕患者や乳幼児では正一
 常者と異なるかどうか,またS・G・e・の作用を増強延長させるHexafnOreuiu・mbrOか
 ide(以下My'hxen)やTe'“ahy'droaminoacrid・ine(以下丁・H・A・)を併用
 した場合では如何なる影響があるかについて臨床例で検討した。
 実験方法および成績
 一般状態良好な患者にS・C・C・の持続点滴,単独間歇投与、あるいはMy'■axenまたは
 T・H・A・とS・伍0・を併用し,末梢神経の電気刺激による指のTwi七chを記録し,テタ.只ス・
 の維持,Pos葛e七anicfaciユitationむよびテンシ・ン拮抗の有無から作用態度の一
 変化を検討した。各般一与法とも,まずテタヌスの維持が困難と友弘Wedenskyinhibi-
 tiOnついでPostte七allicfaciユitatiOn,さらにテンシロン拮抗が認められた。
 これらの変化が認められるまでのS・C・σ・の最少投与量をみると、持続点滴でWede口sky
 inhibiti。nl尻昆/嘱PGs七七e七anicfacili七ati・n1駄びテ〃・ン拮抗1
 がそれぞれ2昭/》で,持続点滴の場合が最も少なかった。MylaxenまたはT・H二A・0.4
 昭/K7にs・o・e・α4留/'騒を併用すると,全例に第て回投一与でこれらの変化が認められた。一
 方テンシ・ン拮抗が症例の85%に認められろまでピ・)S.C.C.の投与縦量は,持続点滴で5濯歴〆
 単独間歇投与で8昭/》てあった。また!・{ylaxenとの併用では0、8暇/》,T・H・A・との
 併用では噂.2照が2て,単独間歇投与の際の場合よりもはるかに少量てクラーレ様変化がみられ,1
 さらにMylaxem併用の方がT・H・A・併用よりもか＼る変化をむこしゃすいことがうかがわ.
 れた。s・G・eの投一与によ9テンシ・ン拮抗が認められるまでの時間は,持続点滴では単位時間
 あたりのα08isがgが多い程短かぐ,また糧協/》間歇投与むよび2寵9/K墓間歇投与とでは両
 者の間に時間的な差は殆ど認められなかったが,Mylaxen併用の方はT・H・A・併用よりも
 時間的に早い傾向がみられた。閉塞性黄疸患者についてテンシ・ン拮抗までの最少投与量は
 5昭/K∫で,しかも4叩/丘2では全例に認められ置テンソ・ン拮抗までの投一与総量は一般状態良1
 好た患者に比較して少なく,また発現までの時間も短かかった。乳幼児におけるテンシ・ン拮抗
 重ての最少投一与量は3暇オくg,症例の85%に拮抗が認められるまでの投与総量は8彫/匁で,大1
 部分は成人とほy同様であったが,発現までの時間はかえって短かかった。
 以.上の結果はS・C・eの使用に一つのよウどころを与えるもので,麻酔臨床上に貢献するとこ
 ろも大きく・十分学位に値するものと判定される。
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